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神田　より子

はじめに
東北地方では南北朝期以降、修験者が地域の人々の依頼

に応じて数多くの宗教儀礼を担い、熊野権現の神霊の現われ
として「権現様」と称した獅子頭の儀礼が今に続いている。

一　古い獅子頭の分布
（一）　太平洋側
岩手県内には1南北朝期（一四世紀）宮古市黒森神社、

２文明一一年（一四七九）久慈市丹内神社、３文明一七年
（一四八五）宮古市黒森神社、４明応八年（一四九九）二
戸市大宮神社、５大永三年（一五六六）山田町熊野神社に
獅子頭が残る＊1。

（二）　日本海側
「秋田藩家蔵文書」「秋田城之助泰長書証文」中の「雄勝
平鹿山乏（注・仙北）牛王獅子舞可為御椋領也。観応元年
（一三五〇）八月十五日　源　泰長　明江山遍照院坊中」
が秋田の獅子舞の記録の初出である＊2。湯沢市山田の八幡
神社には永和二年（一三七六）銘の獅子頭が現存し、旧暦
八月には悪魔祓いとして家々を廻っていた＊3。鶴岡市羽前金
峰山の総鎮守六所堂には正平六年（一三五一）、永享二年
（一四三〇）銘のもの＊4があり、昭和末期頃まで六所堂の
太夫が獅子の祈祷をしていた＊5。

南北朝期以降には修験者が地域の武士層と直接交流を持
ち、有力武士層を檀那として熊野や羽黒への先達をし、牛王
宝印の配札や、獅子頭による悪魔祓いの祈祷の記録が残る。

二　近世以降の各地の動向
（一）旧南部藩領に見る獅子舞・権現廻し
旧南部藩領は青森県津軽地方を除く下北半島から岩手県
釜石市と北上市までの地域である。
『奥州南部北郡田名部目名村不動院』＊6

菅江真澄『奥のてぶり』（寛政六年（一七九四）正月一三日）
は「大畑では目名の優婆塞が、三年に一度獅子舞と言う神
楽をして、熊野神社のお札を掲げ、笛太鼓で囃したて、門
ごとに巡って歩く。新築の家を祝うために、獅子舞がむれ
入って祝う。」と記した。明和六年（一七六九）に南部藩
修験総録自光坊からの「獅子舞書付」には「田名部獅子舞
旧例之通相廻り申度候段任旦家寄依通可申者也」が残る。

宝永年中以降、目名不動院では霞の村々を廻村する獅子
舞を権現廻しと称している。

下北の能舞（春祈祷と権現様）

黒森権現廻村の騒動記
岩手県宮古市黒森神楽は近世期に地域の修験者から訴訟

の記録が残る。現在に至るまで北は八戸藩、南は伊達藩と
の境まで南部藩沿岸領域の霞を超えて神楽の廻村をしていた
からで、「獅子舞」「権現廻し」と称し、祈祷を行っていた。

宮古市黒森神楽の権現舞

鳥海山小滝の御宝頭舞

（二）　番楽伝承地域と修験者
秋田県、山形県での番楽と獅子舞と修験者の関わりを述べ

てゆく。
（１）番楽と獅子舞
番楽と称する芸能は秋田・山形両県にまたがる鳥海山麓、
秋田県太平山と仙北方面、八郎潟周辺に分布している。
番楽の名は『佐竹南家御日記』の元禄八年（一六九五）
八月二七日の条に、「ばんがく御上覧被遊候」＊7とあり、藩
主の上覧に供せられた。同一四年（一七〇一）六月二六日
にも「ばんがく」「しし廻し」が記され、「しし廻し」は権現
舞と共通した祈祷の要素がある。
（２）鳥海山修験と獅子舞
鳥海山麓の修験集落だった山形県遊佐町蕨岡、同吹浦、
秋田県由利本庄市矢島、にかほ市小滝地区では、獅子頭を
擁して春と夏に周辺の集落を廻り、今に続いている＊8。これ
らは「御頭舞」「御宝頭舞」「十二段の舞」などと称し、神
霊の降臨した象徴として、祈りの対象であり、そこに神霊を
見ている点が共通している。
由利本荘市一帯の獅子舞は本海流を名乗り、本海行人が
伝えたとの伝承を持つ＊9。この名が矢島領内に広く分布して
いるのは、矢島修験が矢島口、百宅口、猿倉口の複数の登
拝口を管理し、各霞の村で獅子の祈祷をしてきたことによる。
本海行人直伝とか藩主との関わりの伝承を持つ獅子舞は特別
な地位にあった。修験者のいない村では獅子舞を司る獅子別
当があり、獅子の行事では獅子の世話をし、獅子宿を勤める
家柄もあった＊10。
にかほ市小滝地区は鳥海山北麓にあり、平安時代作とされ

る聖観音立像と蔵王権現像を有し、近世期には当山派醍醐
寺三宝院末だった＊11。進藤重記『出羽国風土略記』によると、
小滝の獅子舞も宝暦年中（一七五一〜一七六四）には仁賀
保郷を巡行していた。延宝八年（一六八〇）銘の獅子頭が残る。
遊佐町吹浦字布倉には、大物忌神と月山神の二神をまつ

る大物忌神社と神宮寺があり、延喜式によると戦乱や異変の
前兆のたびに神階が上った。当地域は近世期には両所の宮
神宮寺を中心にした宗教集落だった。吹浦神宮寺の社人進
藤重記の『出羽国大社考』巻二＊12「御鉾御獅子頭」（宝暦
三年（一七五三））によると、吹浦神宮寺の獅子舞が飽海郡、
由利郡一帯を廻村していた。この獅子巡行は、鳥海山の大
物忌神の神霊の現われとして、地域の人 の々期待に応えていた。
遊佐町蕨岡の蕨岡修験は、貞享元年（一六八四）以降

当山派醍醐三宝院の直末となり＊13、蕨岡でも獅子舞を御
頭舞と称し、正月二日から二〇日頃まで近隣の集落を廻っ
ていた＊14。

三　まとめ
東北地方では獅子頭は神霊の顕れとされている。獅子頭に
降りてくる神霊は熊野の神が多いが、修験者などが依拠する
社寺の神霊であり、その地の山岳の神霊そのものでもある。
司東真雄は「なんでも権現さまにしている」と表現した。
疫病除け、道の先導、悪を払い、悪霊を鎮め、身体の健康

や安全を祈り、新築の家や建造物の払いをし、仏の供養をし、
祝福を与えてきた。獅子頭が多くの機能を有するのは、願い
を聞き届けるとされた修験者の呪的能力と神霊を操作する能
力を人々が信じたことによる。
獅子に噛んでもらう、幕の間を潜るなど、信仰する側が直
接身体的な感覚を持って神霊と交流できる。神霊の姿を儀礼
の場で直接見ることを望んだ地域住民が、そうした場を与え
たと見るべきだろう。その磁場を活用する能力を持った宗教
者が修験者だったのだ。
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三　まとめ
東北地方では獅子頭は神霊の顕れとされている。獅子頭に
降りてくる神霊は熊野の神が多いが、修験者などが依拠する
社寺の神霊であり、その地の山岳の神霊そのものでもある。
司東真雄は「なんでも権現さまにしている」と表現した。
疫病除け、道の先導、悪を払い、悪霊を鎮め、身体の健康

や安全を祈り、新築の家や建造物の払いをし、仏の供養をし、
祝福を与えてきた。獅子頭が多くの機能を有するのは、願い
を聞き届けるとされた修験者の呪的能力と神霊を操作する能
力を人々が信じたことによる。
獅子に噛んでもらう、幕の間を潜るなど、信仰する側が直
接身体的な感覚を持って神霊と交流できる。神霊の姿を儀礼
の場で直接見ることを望んだ地域住民が、そうした場を与え
たと見るべきだろう。その磁場を活用する能力を持った宗教
者が修験者だったのだ。
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五島神楽は、長崎県長崎市の西方約100㎞にある140ほ
どの島々からなる長崎県五島列島の各地で神職を中心に伝承
され、地元の各神社の祭礼の時などに行われています。現在
は福江島の福江、富江、玉之浦、岐宿の４地区、中通島の
上五島、有川の２地区、宇久島の宇久地区で演じられていま
す。これら７つの保存会の神楽を総称して「五島神楽」と呼
んでいます。
伝承演目の多くは直

ひためん

面の採物舞で、太鼓や笛、時には手
て

平
びら

鉦
かね

の演奏にの
せ、一間四方
の畳二畳分とい
う狭い場所の中
を廻っては廻り
返す所作を基
本とし舞うもの
です。「市

いち

舞
まい

」や
「伊

い

智
ち

舞
まい

」など
の名称で伝わる

演目は、一人
又は二人の巫
女が、舞座を
廻っては廻り
返す所作を繰
り返す古風な
巫女舞です。
「入

いる

鹿
か

高
たかまつ

松」
は、イルカが
群れて遊泳す
る様を舞うもので、他に類例のない演目です。また、神がか
りを伝える「将

しょうぐん

軍舞
まい

」や、古風な問答を残す「山
やました

下舞
まい

」な
どは、西日本の諸神楽との関連をうかがわせるとともに、五
島神楽独自の展開を示しています。このように、五島神楽に
は独自性豊富な演目が伝わっています。また、舞

ま い て

手を補佐
する合

あい

立
だち

という役があることも五島神楽の特色です。合立は、
舞の中程、舞座に出て、剣や長

なぎなた

刀などの採
とりもの

物を、舞手に渡
す役割を担います。

五島神楽（長崎県）

豊前神楽（福岡県）

壱岐神楽（長崎県）

平戸神楽（長崎県）

国指定重要無形民俗文化財「豊前神楽」は、旧豊前国に
あたる福岡県東部から大分県北部にかけて伝承される伝統芸
能です。古くから地域の神社で神々に感謝をささげ、五穀豊
穣や無病息災、家内安全などを祈る神事として受け継がれ、
平成28年（2016）に国の重要無形民俗文化財に指定され
ました。福岡県では京築地域や田川地域を中心に34の神楽
団体が活動し、現在も各地の祭礼や奉納行事で神楽を舞い、
地域の伝統文化を継承しています。

演目は『古事記』や『日
本書紀』に描かれた神話
を題材とした「天岩戸」や
「駈

み さ き

仙（御先・崎）」、修
験道の影響を受けた「湯
立神楽」など、多彩な舞
が伝えられています。華や
かな装束や神秘的な面、
太鼓や笛の囃子に合わせ
て繰り広げられる舞は、

神事としての厳粛さと芸能としての迫力を兼ね備え、見る人
を魅了します。また、各神楽団体には地域ごとの演出や所作、
囃子などに特色があり、それぞれの伝承が今日まで大切に守
られています。
福岡県内34団体で組織する「福岡県豊前神楽保存連合
会」は、加盟団体相互の連携を図りながら、後継者育成、
調査・記録保存、情報発信などに取り組み、豊前神楽の保
存・継承と普及に努めています。地域に根差した祈りの芸能
として受け継がれる豊前神楽は、福岡県を代表する貴重な民
俗文化として、今も未来へと継承されています。

壱岐神楽の起源は南北朝時代のころと言われております。
芦辺町箱崎八幡神社社家に伝わる古文書によると、永享７
（1435）年11月に神楽舞人数を書いたものがあり、室町
時代の初期にはすでに行われていたことがわかります。当時
の神楽は現今行われているような整ったものではなく、両部
習合の勤法であったものを寛文初（1661）年に唯一神道の
式によって行ったという記録があります。以来、年次を経るに
したがって神楽歌も庶民の理解できるものになり、神楽舞の
手振りなども逐次改訂修補を加えられ現行の壱岐神楽の基礎

が作られています。
壱岐神楽の特
徴として、舞人
や楽器類の奏者
にいたるまです
べて神職のみで
構成されていま
す。神職以外の
者が神楽に参加

しない点に壱岐神楽の特異性が現れており、神聖視される所
以にも大きく影響しています。
壱岐神楽の舞は規模により幣神楽・小神楽・大神楽・大
大神楽（磐戸神楽）の4つに分けられています。島内の神事
では大神楽が奏される場合が多く、ほかの3つは慣行や奉斎
者の希望などによって選ばれます。中でも12月20日の大大
神楽は最も厳粛で丁重に行い、特殊な神事として奏されます。
大大神楽は舞人・楽人合わせて12人以上で33演目（番外
を含むと約35演目）が奏され、その奉奏時間は概ね7～8時
間です。

平戸神楽は、1640
年代の江戸時代初め
頃、平戸藩藩主松浦
鎮信の家臣であり、神
道学者であった橘

たちばな

三
みつよし

喜
が、従来の平戸に伝わ
る神楽を基礎としつつ、
全国の一宮を巡り、各

神社の神楽の粋を集めて大成したと云われています。以降は、
歴代藩主の手厚い保護・奨励を受け、現在も旧平戸藩内の
平戸市・松浦市・北松浦郡・佐世保市の一部の神社の神事
では、この神楽が奉納され、多くの氏子の心のよりどころとなっ
ています。
昭和32年「長崎県無形民俗文化財」に指定され、これを
記念して平戸神楽の振興・保護・育成を図ることを目的に、
氏子有志により「平戸神楽振興会」が設立されました。
昭和62年「国の重要無形民俗文化財」に指定され、平戸
神楽の知名度は、ますます上がっております。

平戸神楽は、基本的
に神職が継承しており、
毎年夏季講習会を行
い、現任神職や神職の
子弟が一同に集い、舞・神楽歌・笛・太鼓に特殊な研究と
練磨に励み、神社の神事奉納・観光公演等に演舞しています。
平戸神楽の演目は、全24番あり、舞・神楽歌・笛・太鼓

で構成されています。
神の降臨を願う１番「太鼓始」で始まり、甲冑を着けて舞う

「二弓」相撲の技を神楽に見立てた「神相撲」、真剣を使う「二
剣」、花杖で舞う「猿田
彦舞」などは、平戸神
楽の神髄となっています。
なお、全24番（大
大神楽）の奉納は、毎
年10月26日、亀岡神
社の例大祭でのみ行わ
れています。

※大分県の「豊前神楽」については次号（No.9）で紹介予定です。

平戸神楽　演目　「二剣」

平戸神楽　演目　「山海鬼・猿田彦舞」

平戸神楽　亀岡神社　「神楽殿」

五島神楽　市舞

上五島神楽　将軍舞

壱岐神楽　演目「猿田彦」

壱岐神楽　演目「八咫烏」

大村神楽（湯立神楽）

赤幡神楽（御先神楽）
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島神楽独自の展開を示しています。このように、五島神楽に
は独自性豊富な演目が伝わっています。また、舞
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国指定重要無形民俗文化財「豊前神楽」は、旧豊前国に
あたる福岡県東部から大分県北部にかけて伝承される伝統芸
能です。古くから地域の神社で神々に感謝をささげ、五穀豊
穣や無病息災、家内安全などを祈る神事として受け継がれ、
平成28年（2016）に国の重要無形民俗文化財に指定され
ました。福岡県では京築地域や田川地域を中心に34の神楽
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彦舞」などは、平戸神
楽の神髄となっています。
なお、全24番（大
大神楽）の奉納は、毎
年10月26日、亀岡神
社の例大祭でのみ行わ
れています。

※大分県の「豊前神楽」については次号（No.9）で紹介予定です。

平戸神楽　演目　「二剣」

平戸神楽　演目　「山海鬼・猿田彦舞」

平戸神楽　亀岡神社　「神楽殿」

五島神楽　市舞

上五島神楽　将軍舞

壱岐神楽　演目「猿田彦」

壱岐神楽　演目「八咫烏」

大村神楽（湯立神楽）

赤幡神楽（御先神楽）

54 全国神楽継承・振興協議会　会報全国神楽継承・振興協議会　会報



特　集特　集 あいさつ・報告あいさつ・報告

福岡県市町村・地域振興部市町村政策支援課

本県が令和５年度に開始した「地域伝統行事お助け隊」
事業は、担い手不足により継続が危ぶまれる祭り、風習その
他の地域の伝統行事の担い手として活動していただける方を
「お助け隊」として登録し、実施団体から要請のあった行事
に対してボランティアとして派遣する仕組みです。
福岡県は古くから対外交流の窓口として発展し、個性豊か

な文化を育んできました。「博多祇園山笠」、「風治八幡宮川
渡り神幸祭」、「大善寺玉垂宮の鬼夜」をはじめ、各地で継
承される多様な伝統行事は、本県の歴史を語る上で欠かせ
ない財産であり、次世代に郷土への愛着を育むためにも大切
なものです。
しかし、高齢化や若者の流出、コミュニティ意識の希薄化、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、地域で受け継がれ
てきたお祭りなどの担い手が不足し、継続が難しくなりつつあ
ります。地域の伝統行事が途絶えることは、そのまま地域の
衰退に直結しかねないため、今後も継続して行事を実施でき
るよう支援し、地域の活力の維持・向上を図るとともに、地
域外の人材を活用することで、その地域の関係人口の創出・
拡大につなげることを目的に本事業を始めました。
本事業では、①国、県、市町村指定や登録を受けている
無形民俗文化財及び②このほか地域で世代を超えて受け継
がれてきた祭り、芸能その他の伝統的な行事であって市町村
が今後も継続を必要と認めるものを対象としており、「お助け
隊」は、神輿の担ぎ手、山車の引き手や、行事の設営や受
付等を担います。
仕組みとしては、まず、地域伝統行事の担い手になりたい
方が、専用ホームページ（以下、専用HP）から「お助け隊」
に登録します。一方、活用を希望する行事実施団体は市町
村を通じて県に派遣要請書を提出します。県は専用HPに募
集情報を掲載し、お助け隊登録者にメールを配信します。参
加希望者は専用HPから応募し、市町村の担当者から参加の
意思確認を受け、活動内容に合意したうえで、行事に参加し
ます。
「お助け隊」登録者数は令和８年６月末に360名を超え、
派遣実績は令和５年度に２行事延べ８人、令和６年度には８
行事延べ37人、令和７年度には11行事延べ41人と、徐々
に増えています。参加者からは「知らなかった地域に入り、

一緒に盛り上げることができて良かった」、「来年も参加したい」
との声がありました。また、実施団体からも「元気な若手の
参加に感謝している」「新たな顔ぶれの参加で地域が活気づく」
といった声をいただいています。
今後、より若い世代の方の登録・参加を促すため、高校・
大学や企業・団体への周知、PR動画の制作等に取り組んで
います。
地域活力の維持・向上には、地域に関わり続ける「関係
人口」の創出が重要です。地域やお祭りに関心を持つ方々が、
「お助け隊」を入口としてその地域や受け継がれてきた行事
に魅力を感じ、地域とつながり、将来の担い手となっていた
だけるよう、引き続き取り組みを進めてまいります。

地域伝統行事お助け隊
～伝統継承と地域の活性化～

特 集

（祭りの様子）
田川市　風治八幡宮川渡神幸祭

（お助け隊が神輿の担ぎ手として参加している様子）
久留米市　須佐能袁神社の神幸行事

会員の皆さまへ
全国神楽継承・振興協議会 会長 後藤　俊彦

秋の気配を感じる季節となりました。全国神楽継承・振興協議会会員の皆様におか
れましては、いかがお過ごしでしょうか。
さて、本年三月、「神楽」はユネスコ無形文化遺産への正式提案が行われ、新たな
一歩を踏み出しました。また、本年は鳥海山北麓獅子舞番楽や高鍋神楽・諸塚神楽が
新たに国指定重要無形民俗文化財となるなど、神楽の価値が改めて広く認められる年と
なりました。これも全国各地で神楽を守り伝えてこられた保存団体をはじめ、関係自治体、
関係機関の皆様の長年にわたる御尽力の賜物であり、深く敬意を表します。

全国各地の神楽は、それぞれに長い歴史と特色を有しています。本号では東北地方や九州各地の神楽を紹
介しておりますが、こうした交流を通じて互いに学び合い、連携を深めることが、神楽文化のさらなる発展と次
代への継承につながるものと確信しております。
今後とも、会員の皆様の変わらぬ御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

事務局だより

新規加入会員のご紹介
令和８年３月24日に国の重要無形民俗文化財として新たに神楽が３件指定され、神楽の国指定

重要無形民俗文化財は43件となりました。新たに国指定となった神楽３件の保存団体、関係自治
体には、下表のとおり本協議会に既に加入いただきました。
なお、本号表紙では新たに加入されたこの３件の番楽、神楽を御紹介しています。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

指定名称等 正会員（保存団体） 特別会員（市町村）

秋田県「鳥海山北麓獅
子舞番楽」

鳥海山北麓獅子舞番楽由利本
荘市保存協議会
鳥海山北麓獅子舞番楽にかほ
市保存協議会

由利本荘市＊、にかほ市

宮崎県「高鍋神楽」 高鍋神楽保存会 高鍋町、新富町、木城町＊、
川南町、都農町

宮崎県「諸塚神楽」 諸塚村神楽保存会 諸塚村

　＊由利本荘市は「本海獅子舞番楽」、木城町は「米良の神楽」の所在自治体として過年度に先行加入
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特　集特　集 あいさつ・報告あいさつ・報告

福岡県市町村・地域振興部市町村政策支援課

本県が令和５年度に開始した「地域伝統行事お助け隊」
事業は、担い手不足により継続が危ぶまれる祭り、風習その
他の地域の伝統行事の担い手として活動していただける方を
「お助け隊」として登録し、実施団体から要請のあった行事
に対してボランティアとして派遣する仕組みです。
福岡県は古くから対外交流の窓口として発展し、個性豊か

な文化を育んできました。「博多祇園山笠」、「風治八幡宮川
渡り神幸祭」、「大善寺玉垂宮の鬼夜」をはじめ、各地で継
承される多様な伝統行事は、本県の歴史を語る上で欠かせ
ない財産であり、次世代に郷土への愛着を育むためにも大切
なものです。
しかし、高齢化や若者の流出、コミュニティ意識の希薄化、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、地域で受け継がれ
てきたお祭りなどの担い手が不足し、継続が難しくなりつつあ
ります。地域の伝統行事が途絶えることは、そのまま地域の
衰退に直結しかねないため、今後も継続して行事を実施でき
るよう支援し、地域の活力の維持・向上を図るとともに、地
域外の人材を活用することで、その地域の関係人口の創出・
拡大につなげることを目的に本事業を始めました。
本事業では、①国、県、市町村指定や登録を受けている
無形民俗文化財及び②このほか地域で世代を超えて受け継
がれてきた祭り、芸能その他の伝統的な行事であって市町村
が今後も継続を必要と認めるものを対象としており、「お助け
隊」は、神輿の担ぎ手、山車の引き手や、行事の設営や受
付等を担います。
仕組みとしては、まず、地域伝統行事の担い手になりたい
方が、専用ホームページ（以下、専用HP）から「お助け隊」
に登録します。一方、活用を希望する行事実施団体は市町
村を通じて県に派遣要請書を提出します。県は専用HPに募
集情報を掲載し、お助け隊登録者にメールを配信します。参
加希望者は専用HPから応募し、市町村の担当者から参加の
意思確認を受け、活動内容に合意したうえで、行事に参加し
ます。
「お助け隊」登録者数は令和８年６月末に360名を超え、
派遣実績は令和５年度に２行事延べ８人、令和６年度には８
行事延べ37人、令和７年度には11行事延べ41人と、徐々
に増えています。参加者からは「知らなかった地域に入り、

一緒に盛り上げることができて良かった」、「来年も参加したい」
との声がありました。また、実施団体からも「元気な若手の
参加に感謝している」「新たな顔ぶれの参加で地域が活気づく」
といった声をいただいています。
今後、より若い世代の方の登録・参加を促すため、高校・
大学や企業・団体への周知、PR動画の制作等に取り組んで
います。
地域活力の維持・向上には、地域に関わり続ける「関係
人口」の創出が重要です。地域やお祭りに関心を持つ方々が、
「お助け隊」を入口としてその地域や受け継がれてきた行事
に魅力を感じ、地域とつながり、将来の担い手となっていた
だけるよう、引き続き取り組みを進めてまいります。

地域伝統行事お助け隊
～伝統継承と地域の活性化～

特 集

（祭りの様子）
田川市　風治八幡宮川渡神幸祭

（お助け隊が神輿の担ぎ手として参加している様子）
久留米市　須佐能袁神社の神幸行事

会員の皆さまへ
全国神楽継承・振興協議会 会長 後藤　俊彦

秋の気配を感じる季節となりました。全国神楽継承・振興協議会会員の皆様におか
れましては、いかがお過ごしでしょうか。
さて、本年三月、「神楽」はユネスコ無形文化遺産への正式提案が行われ、新たな
一歩を踏み出しました。また、本年は鳥海山北麓獅子舞番楽や高鍋神楽・諸塚神楽が
新たに国指定重要無形民俗文化財となるなど、神楽の価値が改めて広く認められる年と
なりました。これも全国各地で神楽を守り伝えてこられた保存団体をはじめ、関係自治体、
関係機関の皆様の長年にわたる御尽力の賜物であり、深く敬意を表します。

全国各地の神楽は、それぞれに長い歴史と特色を有しています。本号では東北地方や九州各地の神楽を紹
介しておりますが、こうした交流を通じて互いに学び合い、連携を深めることが、神楽文化のさらなる発展と次
代への継承につながるものと確信しております。
今後とも、会員の皆様の変わらぬ御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

事務局だより

新規加入会員のご紹介
令和８年３月24日に国の重要無形民俗文化財として新たに神楽が３件指定され、神楽の国指定

重要無形民俗文化財は43件となりました。新たに国指定となった神楽３件の保存団体、関係自治
体には、下表のとおり本協議会に既に加入いただきました。
なお、本号表紙では新たに加入されたこの３件の番楽、神楽を御紹介しています。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

指定名称等 正会員（保存団体） 特別会員（市町村）

秋田県「鳥海山北麓獅
子舞番楽」

鳥海山北麓獅子舞番楽由利本
荘市保存協議会
鳥海山北麓獅子舞番楽にかほ
市保存協議会

由利本荘市＊、にかほ市

宮崎県「高鍋神楽」 高鍋神楽保存会 高鍋町、新富町、木城町＊、
川南町、都農町

宮崎県「諸塚神楽」 諸塚村神楽保存会 諸塚村

　＊由利本荘市は「本海獅子舞番楽」、木城町は「米良の神楽」の所在自治体として過年度に先行加入
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本号では、敬和大学名誉教授の神田より子様より、「権現様と能舞、番楽、神楽（東北地方の神楽の特色）」と
題して御寄稿いただきました。東北地方に伝わる神楽・番楽の歴史や特色について、豊富な知見に基づき分かりや
すく御執筆いただいております。
また、特集では、福岡県市町村・地域振興部市町村政策支援課より、「地域伝統行事お助け隊」の活動につい
て御紹介いただきました。地域に寄り添いながら伝統行事の継承を支える取り組みは、神楽の保存・継承を考える
上でも大変示唆に富む内容となっています。
正会員の神楽紹介では、長崎県の壱岐神楽、平戸神楽、五島神楽、福岡県の豊前神楽を掲載し、それぞれの保
存団体及び関係自治体の皆様に、紹介文や写真の提供など多大な御協力を賜りました。
本号の刊行に当たり、御寄稿並びに資料提供など御協力いただきました皆様に、心より厚く御礼申し上げます。

全国神楽継承・振興協議会の後援行事より

全国神楽継承・振興協議会が後援する広域的な神楽公演についてご紹介します。

◆全国神楽まつりハヤチネ2026
早池峰神楽が国の重要無形民俗文化財に指定されて50年を迎えることを記念する行
事です。各地域で継承されている神楽団体との共演を通じて、神楽の魅力を発信す
るとともに、伝統芸能の保存・継承を図り、地域の優れた文化遺産である神楽の振
興と地域活性化に資することを目的として開催されます。
※写真は10年前に開催された「全国神楽大会ハヤチネ2016」のポスターです。

主　　催　早池峰神楽国指定50年記念事業実行委員会
期　　日　令和８年10月31日（土）・11月１日（日）
会　　場　�岩手県花巻市　大迫体育館（公演会場）、	

大迫交流活性化センター（パブリックビューイング会場）
出　　演　�高千穂の夜神楽（宮崎県）、下北の能舞（青森県）、鳥海山北麓獅子舞番楽（秋田県）、

黒森神楽（宮古市）、鵜鳥神楽（普代村）、早池峰神楽岳神楽（花巻市大迫町）、早池
峰神楽大償神楽（花巻市大迫町）、ほか

お問合せ　大迫総合支所地域振興課地域づくり係
電　　話　0198-41-3121・0198-41-3124

◆日本の神様と舞い踊ろう　～地域に根付く神楽と神舞～
より多くの人々に日本の伝統芸能に触れる機会を持って欲しいという願いを込めて、
地域に根付いた「神舞」や「神楽」を紹介する公演です。全国神楽継承・振興協議
会は第10回から後援しており、九州・山口の協議会正会員の団体が毎年出演されて
います。
※写真は前回（第11回）のチラシです。

主　　催　公益財団法人西日本シティ財団、株式会社西日本シティ銀行
会　　場　大濠公園能楽堂（福岡市）

【協議会正会員のこれまでの出演】※第10回以降

●第10回　令和７年２月24日（月・祝）
　高千穂の夜神楽（宮崎県）、玉之浦神楽＜五島神楽＞（長崎県）、球磨神楽（熊本県）

●第11回　令和８年２月23日（月・祝）
大村神楽＜豊前神楽＞（福岡県）、小川神楽＜米良の神楽＞（宮崎県）、平戸神楽（長崎県）、
三作神楽（山口県）

●令和８年度第12回公演について
観覧は無料ですが、事前申し込みが必要です。応募者多数の場合は抽選となります。今年度の第12回公演の開
催情報については、12月頃から専用ホームページで情報公開予定とのことですので、詳しくはホームページに
て御確認ください。

花巻市役所の行事
紹介WEBページ

日本の神様と舞い
踊ろうWEBページ


